





























































































































図 I ( 3ページ）にみるように，それは生駒山地の全域にわたっているとはいえ，いくつかの密
ズシ
集地帯のあることがわかる。大阪府側では東大阪市の辻子谷（12寺），額田谷（ 9寺），鳴川谷（ 8 
寺）の各谷筋，八尾市の服部JII・山畑地区（11寺），黒谷（ 4寺），奈良側では生駒市の宝山寺近辺
( 8寺）がそれである。他には，交野市星田妙見宮裏（ 2寺），四条畷市滝谷（ 1寺），大東市野崎


































































































































































































































































































































































(1) 宗教社会学の会編『生駒の神々 現代都市の民俗宗教 』，創元社 1985年。戦前期の生駒の民俗宗教
の分布は，栗山一夫氏の一連の調査報告によって知ることができる。「大阪及び付近民間信仰調査報告」，
「民俗学」 4 10, 1, 1932年。「生駒山脈に民間信仰を訪ねて」，『旅と伝説』 6-5' 1933年。「生駒
山脈地帯の民間信何調査 (1～3）」，『旅と伝説』 7-10, 1, 1934年， 8-3' 1935年。「河内生駒山
麓に診ける民間信仰の一般情況に就て」（ 1～2 ）『上方』第86号・ 87号， 1938年。
(2）「朝鮮寺」についての最初の報告は岡崎精郎氏のものであろう「朝鮮寺調査記一中間報告としてー」『朝鮮
学報』 39号・ 40号， 1966年。宗教社会学の会のそれと併行してHelenHardacre氏によっても生駒全域
の，朝鮮寺調査が行なわれた。 TheRetz注~ion of japan's Korean Minority : The Preservation of Ethnic 











(6) 李光歪『在日韓国人一生活実態告中心空ヰ 』，一潮閣，ソウル， 1983年。 79ペー ジ。
(7) 同書。 87ペー ジ。 1974年度統計による。

















(18) 滝沢秀樹「韓国民衆の世界とキリスト教」，思想、 No.734, 1985年8月。
(1目張箸根，前掲書。玄容駿 r済州島亙俗の研究』第一書房， 1985年。
(20) (19）と同じ。
(2D 玄容駿，前掲書。 276ペー ジ。
(2）生駒における十主祭の事例については，飯田剛史「十王祭一生駒の朝鮮寺儀礼 」，（『日本宗教の複
合的構造と都市住民の宗教行動に関する実証的研究一生駒宗教調査 』，昭和60・61年度科学研究費補助
金研究成果報告書，塩原勉編，大阪大学人間科学部， 1987年。所収）を参照。
